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研究目的 
スクロール表示は、パソコン上に、乗り物の中に、市街に、そして種々のモバイルメディアの上に

利用されている表示方法である。小さなスペースに多くの情報を呈示できる上、文字が動くので注意

を引きつける。しかし、その呈示が示す心理的効果についてはよく分かっていない。それにもかかわ

らず、現実にある範囲の速度が選ばれ、呈示枠の大きさが選ばれている。また、動くスクロール文を

読むことが強く注意を引き付けられるとき、周辺の重要な情報を見逃す結果になることもあり得る。

本研究は、スクロール文字の読みやすさに関する表示窓の空間的条件を明らかにすること、及び、

表示窓周辺に提示される第二課題への注意の限界について明らかにすることが目的であった。しかし、

スクロールの提示方法の開発に時間をとったため、第一の課題を、実験研究に耐えられるスクロール

呈示方法の開発、及び、スクロール表示における提示窓のサイズの効果を中心的な実験として設定し

た。その周辺への注意の配分の研究は次期の課題とした。そこで、プロジェクトの計画を次のように

変更した。 
① 適切なスクロール表示方法の開発 
② スクロール表示の文字の見えに関する表示窓の大きさの効果。また、見かけの文字形態（変形）に

関する基本的特徴の理解。 
③ 速度ごとの、見える文字サイズと読みやすい文字サイズの計測。 
 

研究成果 
（１） スクロール表示方法の開発について 
スクロール表示を心理学実験に耐えられる質において呈示することが可能になった。システムとし

て、次のようなパラメータをボタン操作で選択、あるいは調整することが可能となった。 
◆スクロール速度設定、表示窓の長さ設定、文字サイズ拡大・縮小、及び、表示窓の高さ変化と拡

大・縮小についてボタン操作で変更することが可能になった。 
◆文字は MS ゴチック体とし、文字サイズ選択ボタンで大きさをピクセル単位で調節可能。 
（２） スクロール表示の基本的な特徴について 
◆表示窓の大きさは 10 文字以上まで、読みやすさが向上するが、1 文字以下にしても読みはかのう

であった。しかし、文字、文字間隔が狭小化し、速度が速く見える。これは「Parks のらくだ」の

文字版であるが、スクロール文字の見やすさ・読みやすさは、見かけの速度変化も伴う興味深い現

象である。今後の研究でそれらの詳細を明らかにしたい。 
◆スクロール文を読むときに、読める（文字がかろうじて追える）速度・文字サイズと、読みやす

い速度・文字サイズの測定ができた。 
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